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面積 比率(%) 面積 比率(%)(万ha) (万ha)
国土全体 3，571 100.0 3，780 100.0 
農用地 1.672 46.8 456 12.1 
耕地 1，188 33.3 425 1.2 
永年作物地 20 0.6 31 0.8 
永年採草・















名目額(億 GDP比 名目額(億 GDP比
usドJレ) (%) usド)(.) (%) 
国内総生産 34，260 59，602 (GDP) 







2冊8 2009 2010 2011 2012 2012 
小麦 2.599 2.519 2.41' 2.280 2.243 86 
大変 1.197 1.229 1倒 t 873 1，042 17 
とうもろこし 511 453 407 518 499 002 
てんさい n曲 2.592 2.343 2.958 2.789 376 
じゃ曲fいも 1.137 1.162 1.020 1.180 1.067 2S<l 
業種 515 631 570 3.7 4.2 0.2 
牛肉 "0 119 '" 117 115 s<l 豚肉 512 526 5'9 562 547 130 
I肉 75 79 B4 90 90 138 
牛乳 2.866 2.916 2蝿 2 3.032 3051 763 
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考察 参考文献- --農は総合型産業であるため、複数個のネットワークを同時に
(1)金子勝、武本俊彦『儲かる農業輪](集実社)
作動させる仕組みの導入が必要で、原料生産と商品化、原
• (2)木村秋則『リンゴが教えてくれたこと.!I(日経プレミア)料生産とエネルギー生産等々のように、二重、三重のネット
(3)ソ パー『シュタイナーの農業訴座を続むJ(ホメ才パシ出版ワ-')の形成が必要となる。大量生産、大盆販売(アメリカ、
• (4)坪郷実『環境政策の政治学ードイツと日本一J(早大出版会)中国ヲイプ)は、本来工業型の仕組みであり、それに合わせ
(5)寺倉;::ー 「ドイツの持続可能な発贋戦略と農業政築J(国会図書館飼査)た農業の大規模化は、筋違いである。
(6)農村開発企函委員会『農村工学研究』第66巻
-再生エネルギーと言えば、ただちに太陽光パネルの大量設
• (7)藤原辰史『ナチス・ドイツの有機侵華J(柏書房)
置となるが、現状ではいまだエネルギー転嫁率が低〈、植物 (8)村田武『戦後ドイツとEUの農業政策.!I(筑波書房)
の葉緑素の転化率に大幅に届かない。かなりの部分l立熱に
• (9)村困武『脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生以筑波書房)
なる。その場合には熱の活用も考えられる。 (10)村田武『ドイツ農車とエネルギー 転換.!I(筑波書房)
-農村地峨のネットワークl立、NPOのような自在公共ネットワ (11)鷲谷いづみ『さとやまJ(岩波)
-')の立ち上げが必要であり、農協ネットワークが岩盤規制 (12)和田武『飛躍するドイツの再生可能エネルギーJ(世界思想社)
になっている。
